
三つの願いの考察

この童話からは、「発言に対して責任を取れ」という教訓が読み取れます。

妖精のお願いを聞いてあげたら、木こりは３つの願いを叶えてくれました。

しかし、その願いは３つとも、くだらないことに使ってしまいました。

これは、うっかり余計なことを口にしてしまったからですが、発言に対して責任を取らされた形になります。

ちゃんと考えてから願いを口に出せば、３つもあったのですから、お金持ちになることも可能でした。

ところが、変なことを口にしてしまったがために、それは水の泡と消えました。

現代社会でも、ちょっとした発言が不利益を招くことは多いですよね。

例えば、会社の責任者が変なことを言ったがために、その会社の売り上げが大きく下がってしまったり。

ところが変な発言の尻拭いをさせられるのは、現場の従業員だったりします。

売り上げが下がったことによりボーナスがカットされたり、リストラになったり。

そして、肝心の不用意な発言をした責任者は、ダメージを受けない。

この童話では、余計なことを口にした本人が、その尻拭いをすることになりましたが、

本来あるべき姿はこの童話です。

それからかみさんは、木こりの鼻にソーセージがくっついて、取れないのを見て、

「それほどみっともなくもないわ。」

というセリフがありました。

このセリフからは、完全に人ごとだ、というかみさんの心理がうかがえます。

そして、この時点で２つの願いを使ってしまったので、もう一つの願いはお金持ちになりたい、などに使い

たく、

「このソーセージを鼻から取る」ということに願いを使いたくないという気持ちがうかがえます。

やっぱりお

金がからむと、人の本性が出るということが読み取れます。
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